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試合番号 ： 204 試合会場 ： 有明コロシアム 観客数 ： 1,609

開始時間 ： 14:00 終了時間 ： 15:34 試合時間 ： 01:34 主審： 正岡　卓 副審： 村中  伸

東京グレートベアーズ 通
算

4 勝 16 敗

0

21 第１セット 25

3

サントリーサンバーズ 通
算

17 勝 5 敗

ポイント： 11 ポイント： 46

監
督
コ
メ
ン
ト

　2日間有明ホームゲームにお越しいただき、素晴らしい環境で試合がで
きたこと、チーム一同感謝しております。
　今日のゲームでは、２セット目の中盤に我々ミスから流れを一気に渡し
てしまいました。３セット目もなかなか立て直すことができなかったこと
が非常に残念です。リーグも残り半分を切っているので、課題を克服し勝
利を重ねていきたいと思います。
　２日間応援ありがとうございました。

16 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　本日もサントリーサンバーズのご声援ありがとうございました。
　昨日の試合で出た課題に対し選手は良く理解し対応することが出来たこ
とが今日の勝利の要因だと思います。東京GBは点差がある中でも、アグレ
ッシブなサーブを打ち込む事のできる精神力と技術力を兼ね備えた選手が
多いと思います。　
　今日の試合では内定選手をコートに送り込み、新しい風をチームに吹か
せてくれたと思います。様々な出来事をチームにとっての刺激と変化とし
て良い方向に向かうこと、変化を恐れず常にチャレンジしていくことは難
しいことですが「PLAY
HARD」をモットーに今後も成長し続けていきます。　
　2日間アウェーでしたが素晴らしい環境で試合をさせていただきありが
とうございました。

17 第３セット 25

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

３週連続のホームゲーム開催で１勝を上げ盛り上げていきたい東京グレードベアーズと前回覇者で現在２位のサントリーサンバーズとの対戦。
　第１セット、東京GBは相手の守備の乱れたところを攻め、戸嵜や長友のアタックで点を重ねる。対するサントリーは、藤中（颯）の好レシーブから、ムセルスキーやアラインにボールを集めて得点し、序
盤は僅差でリードする。流れを変えたい東京GBは、今橋、張、山田を投入し、本日誕生日の笠利や山田のアタック、長友のブロックなどで追撃する。しかし、サントリーは攻撃の手を緩めることなく優位に
試合を進め、終盤、小野のブロックや藤中（謙）のアタックなどで点差を広げてセットを先取する。
　第２セット、東京GBは山田、サントリーは小野のミドルブロッカー対決などの見どころあるプレーが続き、序盤から一進一退の攻防となる。また、両チームのエースの打ち合いからの長いラリーに会場も
盛り上がる。中盤、サントリーは大宅が攻撃陣を巧みに操り、彭のサービスエースで点差を広げる。追いつきたい東京GBは、笠利や古賀の好レシーブから長友がアタックを決めるが、流れを引き寄せること
が出来ない。最後はアラインのアタックが決まり、サントリーがセットを連取する。
　第３セット、セットを奪取したい東京GBはスタートからセッタ―に今橋を起用し、長友や戸嵜が猛攻を見せる。サントリーは随所でムセルスキーが高いブロックで東京GBの攻撃を止め、試合をリードする
。中盤、笠利のサービスエースから巻き返したい東京ＧＢだが、サントリーのリズムを崩すことが出来ずに点差を広げられてしまう。終盤、東京GBは選手交代で流れを変えようと試みるが、サントリーはム
セルスキーの活躍でこのセットも取り、ストレートで勝利した。

試合番号 ： 205 試合会場 ： 松本市総合体育館 観客数 ： 890

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 15:28 試合時間 ： 02:28 主審： 慈眼　雅啓 副審： 澤　達大

VC長野トライデンツ 通
算

1 勝 21 敗

2

23 第１セット 25

3

ウルフドッグス名古屋 通
算

18 勝 4 敗

ポイント： 5 ポイント： 51

監
督
コ
メ
ン
ト

　スタートより、細かいミスが出てしまい、得点まで持っていくことがで
きなかった。３セット目以降、自チームのサーブで崩し、粘り強く戦うこ
とができた。最終セットでは、ウルフドックス名古屋の固いブロック、デ
ィフェンスを打ち破ることができず、くやしい負けとなってしまった。最
後まで粘り強く戦い抜けた事は自チームにとって、良い形でプラスになっ
たと思う。
　来週も継続して良いゲームができるよう準備していきたい。２日間ホー
ムゲームにたくさんのご声援ありがとうございました。
来週もよろしくお願いします。

14 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日に引き続き、本日の試合も我々にとって大事な一戦となりました。
互いに試合を研究していたので、昨日の試合とは全く違う内容だったと思
います。その試合の中で、チーム内でコミュニケーションを取りながら調
整できたことが勝利に繋がりましたし、全員で勝ち取った勝利だと思いま
す。まだ、次の対戦のことは全く考えることができておりませんが、チー
ム一丸となって戦い抜きます。
これからも後半になればなるほど、体力的にも厳しい戦いが続くでしょう
。それは時に大変になります。だからこそ、ホームであってもアウｴーで
あっても皆様が応援してくださっていることは大きな励みになり、我々の
原動力です。
　再び、お会いできることを楽しみにしております。Here and Now...To
Be Better Tomorrow

25 第３セット 22

26 第４セット 24

10 第５セット 15

要
約
レ
ポ
l
ト

　第１セット、WD名古屋クレク、VC長野アラウジョを中心に序盤から緊迫した展開で進む。WD名古屋は山崎、高梨が、VC長野は三輪、池田(幸)がスパイクを決めて２点以上点差が開かない試合展開となった
。最後はクレクがスパイクを決めたWD名古屋が先取した。
　第２セット、WD名古屋は中野の狙いすましたサーブからクレクのブロックなどでリードする。VC長野もアラウジョにボールを集めて抵抗するが、なかなか点差は縮まらない。傳田、高梨がブロックを決め
て更にリードを広げたWD名古屋が、最後は山崎がブロックを決めて25－14でセットを連取した。
　第３セット、このセットもWD名古屋のリードで始まるが、VC長野は山田、池田(幸)のブロックで逆転し、中盤まで一進一退の攻防が続く。VC長野は山田のサービスエースなどで突き放す。WD名古屋も山崎
がスパイクを決め粘るが、VC長野は池田(幸)がスパイクを決めてセットを奪い返した。
　第４セット、中野のサービスエースで先制したWD名古屋に対し、VC長野はアラウジョのスパイクや三輪のブロックで追いつき、VC長野アラウジョ、WD名古屋クレクの打ち合いで拮抗した試合展開が続く。
傳田の連続ブロックで再逆転したWD名古屋だが、VC長野はアラウジョがスパイクを決めセットを奪い、フルセットに持ち込んだ。
　第５セット、WD名古屋はクレク、高梨、VC長野は工藤、池田(幸)を中心に点を取り合うが、傳田、高梨がブロックを決めたWD名古屋がリードを広げる。三輪のブロックで抵抗するVC長野だが、近のサービ
スエースでマッチポイントを握ったWD名古屋が、最後はクレクがスパイクを決めて最終セットを奪い、２時間半に及ぶフルセットの接戦を制した。

試合番号 ： 206 試合会場 ： ウィングアリーナ刈谷 観客数 ： 1,827

開始時間 ： 16:05 終了時間 ： 18:08 試合時間 ： 02:03 主審： 戸川 太輔 副審： 西中野　健

ジェイテクトSTINGS 通
算

12 勝 10 敗

3

25 第１セット 21

1

東レアローズ 通
算

14 勝 8 敗

ポイント： 39 ポイント： 39

監
督
コ
メ
ン
ト

　まずは粘り強いプレーをみせた東レを讃えたいと思います。昨日に比べ
て全てのスキルにおいて良いプレーが出来たと思う。
　いつも多くの声援、ありがとうございます。引き続きよろしくお願いし
ます。

22 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　2日間たくさんの応援ありがとうございました。
　今日の試合は苦しい展開が多かったですが、選手は最後まで諦めずに戦
ってくれたと思います。課題を修正し、これからの試合もチーム一丸で戦
います。

25 第３セット 15

25 第４セット 20

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　第１セット、東レアローズは西本がブロック３本とクイックを決め得点していく。対するジェイテクトSTINGSは中盤にウルナウトと柳田のアタックで逆転に成功する。終盤、ジェイテクトはウルナウトの
アタックで流れを作ると、最後は村山のクイックが決まりセットを先取した。
　第２セット、東レは序盤に西本がサーブで崩し３連続得点する。中盤でも西本のサーブでサービスエースを含む連続得点でジェイテクトを突き放す。４点差をつけられたジェイテクトだが、柳田が二段ト
スやバックアタックを強打で決めていき一時は逆転するも、東レは終盤に途中交代の手塚がブロックを決めるなど再度主導権を握り、最後はパダルが強打を決めセットを奪い返した。
　第３セット、ジェイテクトは西田、東レは高橋の打ち合いから始まったこのセットは、ジェイテクトのレシーブが繋がり、ジェイテクトが優位に試合を進めていく。ジェイテクトは点差を広げながら25－1
5で一気に勝負を決めた。
　第４セット、後の無くなった東レは米山をスターティングメンバーに起用し巻き返しを図るが、ジェイテクトはセッター関田が効果的なトス回しで得点していく。ジェイテクトはその後も攻守が噛みあい
、一度もリードを許すことなくこのセットを取り、試合に勝利した。

試合番号 ： 207 試合会場 ： 俵田翁記念体育館 観客数 ： 1,160

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 15:10 試合時間 ： 02:10 主審： 弘中　秀治 副審： 冨田　博一

JTサンダーズ広島 通
算

11 勝 11 敗

3

25 第１セット 18

1

堺ブレイザーズ 通
算

15 勝 7 敗

ポイント： 36 ポイント： 45

監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日、課題として残った試合の入りが良く、全員のパフォーマンスも良
かったことが勝因だ。
　ファイナル４進出に向けて、今日のようなパフォーマンスを毎週２試合
続けて出していく必要がある。
　ファンの皆様ご声援ありがとうございました。

25 第２セット 22
監
督
コ
メ
ン
ト

　コンディションが整わない中での戦いでしたが、選手全員で最後まで良
く戦ってくれました。
　また来週にむけて、しっかりとした準備をして臨みたいと思います。
　熱い応援ありがとうございました。
　来週も応援宜しくお願いします。23 第３セット 25

25 第４セット 21

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームでの連敗は避けたいJTサンダーズ広島と、このまま勢いに乗りたい堺ブレイザーズとの対戦。
　第１セット、序盤から互いに得点し合う展開。JT広島が、安永のスパイクやブロックなどでリードする。対する堺も、高野のスパイクなどで対抗するが、JT広島がセットを先取した。
　第２セット、終盤まで一進一退の攻防が続く接戦となる。21-21からJT広島は、小野寺のスパイクやブロックで流れを一気に引き寄せ、最後はラッセルのブロックでセットを連取した。
　第３セット、両チーム緊迫した展開。中盤、JT広島はミスが続き、リードを許す。堺は、樋口、バーノンのスパイクで得点を重ね、セットを奪取した。
　第４セット、序盤からJT広島は宇部出身の西村がベンチに突っ込むなど気迫溢れるレシーブから、江のスパイクやサービスエースで大きくリードする。堺もバーノンにボールを集めるが、JT広島は掴んだ
流れを切らすことなく、勝利を収めた。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。
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試合番号 ： 208 試合会場 ： 高千穂町武道館 観客数 ： 1,170

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:15 試合時間 ： 01:15 主審： 木内　誠二 副審： 沢田　元

大分三好ヴァイセアドラー 通
算

3 勝 17 敗

0

13 第１セット 25

3

パナソニックパンサーズ 通
算

13 勝 9 敗

ポイント： 9 ポイント： 43

監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日からオフェンスシステムを変更し、中央からのバックアタックを中
心に攻撃を展開していきましたが、パナソニックさんのラリー中のプレー
の精度の高さに為す術がありませんでした。
　宮崎・高千穂でのホームゲームで多くの方に足を運んでいただきありが
とうございます。
　来週もホームゲームですので、大分の皆さんに良いプレーを見せられる
ように頑張ります。

15 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日も集中力を切らさず、チーム全員で取りに行った勝利です。
　勝って非常に嬉しいですが、来週もタフな試合があります。来週も勝て
るようにしっかり準備していきます。
　応援よろしくお願いいたします。

13 第３セット 25

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームゲームで勝ち星を挙げたい大分三好ヴァイセアドラーと、昨日の流れのまま連勝したいパナソニックパンサーズの一戦。
　第１セット、序盤から大分三好・小野、山田のスパイク、パナソニック清水のスパイクで互角の戦い。中盤は、パナソニック大塚のスパイクから連続得点を挙げ、抜け出す。大分三好はモゲニに変わり古
賀を投入し応戦するも、パナソニック・クビアクのスパイクポイントで大分三好を突き放し、このセットを先取する。
　第２セット、流れを変えたい大分三好はサーブミスが続き嫌な立ち上がり。それに対しパナソニックは清水、山内、エバデダンの攻撃で、着実に点数を重ねる。中盤以降も、パナソニックは大塚のサーブ
で崩し、エバデダンの攻撃で連続得点を挙げる。大分三好はパナソニックの高いブロックを攻略するため、セッター井口、古賀が途中交代し流れを変えようとするも、パナソニックはエバデダン、途中出場
の今村のスパイクポイントで、そのままパナソニックが連取する。
　第３セット、後がない大分三好は、スタメンにセッター井口、オポジットに古賀を起用する。しかし、序盤からパナソニックの大塚、クビアクを中心としたコンビバレーで連続得点を重ねられ、苦しい立
ち上がりとなる。中盤以降も、古賀のスパイクなどで応戦するもパナソニックの高いブロックに阻まれる。序盤からリードを保ったパナソニックがそのまま逃げ切りこのカードを連勝で飾った。

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


